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川崎市内で発見されたニホンヤマコウモリの冬眠集団

吉 行 瑞子 ・木 下あけみ

Notes on a Hibernating Colony of Nyctalus aviator THOMAS, 1911 

Found in Kawasaki City, Kanagawa Pref巴cture.

Mizuko YOSHIYUKI and Akemi KINOSHITA 

は じめに

昭布J60年2月6日， 神奈川県下で初めて，ニホンヤ

マコウモリ Nyctalusaviator THOMAE, 1911の冬眠集

団が発見された。これは，神奈川県からの本極の初め

ての記録であると共に，冬期における本種の生活史を

知る上に，極めて貴重な記録である。

筆者等は本種の冬期における生息状況とこの集団の

サンフ”ノレを調へることができたので，ここで報告す

る。このような貴重な資料を調べる機会を賜った井口

与吉氏の街l厚志に心地、ら深謝する次第である。

同 定

調査標本 ．今回採集された様本（菅小個体群〉は次

の3個所に保管されている。すなわち， JIJ崎市立青少

年科学館所蔵2頭，井口氏所蔵1頭，国立科学博物館

所蔵4頭 （NSMT-M25744-M25747）である。これ

らはその測定値が表1の通りで，外形，頭骨および歯

などの特徴により ，次のよ うに同定された。

S111THが大英博物館’（自然史〉に提供し，ここに保管

されている。

吉行は本穫の基産地に近い東京上野公園産の3雌5

~jt及び千葉県産の 4 ~tllll刻l；の小個体群と， 川崎菅小個

体n,y，どを比ii攻した結果，これらは同じ分類i洋に属する
と判定された。

分類学的考察 ：本極は N.lasioρterusとM aviator 

が含まれる大形の Nyctaluslasiopte問 sgroupに属し

ている。Tate 〔1942〕，ELLERMAN and MORRISON 

SCOTT (1966），今泉（1970),WALLIN (1969〕等は本

種を N lasio戸terits の~種としたが，その後， CORBET

(1978〕， HoNACKIet al., (1982〕および前l王I(1983〕は

本極を独立種と した。吉行も 日本産の本砲を調べた結

果，独立極とする見解に賛成である。なお，黒田（1940)

は Nyctalusinaxiinus aviator (THm1As, 1911)を本

種に用いているが， lasio戸terusが maximusより古

く，この方が先取権を持つ。

Nyctalus aviator T1・10MAS, 1911 年齢組成

1840 : Vespertilio molossus T~M ill! NCK, Mon. Mamm., 菅小個体群は，臼歯の磨滅状態（図 1）から推定し

2, 269. Not of PALLAS, 1767. て，ほぼ同年齢と見られる成獣で構成されている。す

1911 : Nyctalus aviator T1rnMAS, Ann. Mag. N. H., なわち，これらの Ml〔左側〉 の磨滅状態（図1〕は

8, 380. 次の通りである。前釦と後錐の磨滅函．は広く拡がり 1

基産地： Tokyo,Hondo, Japan （現東京都北区滝の これらは述なる，原錐も磨滅し，その面は広く ，前方

JI[〕 では側limの内側付近に達する。これらは他の個体群で

模式標本 ：MNO.5. 1. 4. 5.成獣雄， 1904年4月30日， 吉行が調べた結果から判断して，恐らく生後3年を経

Mr. H. OGAWA採集。この標本は，Mr.R. Gordon 過したものと思われる。なお， 本種では ~tfl 雄差があま
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表1 川崎市産ヤマコウモリ 的 eta/usaviator TiIOMA~ ， 1911の外部，頭部及び歯の計測値（inmm). 

No. KSS 1 KSS 2 IGC 1 25744 

Sex F. F. M. F. 

Age Ad. Ad. Ad. Ad. 

Forearm 60.l 59.4 58.5 64.0 

Head and body 96.0 90.5 91. 0 100.0 

Tail 56.0 55.0 55.0 65.0 

Hind foot (c. u.〕 16.0 16.0 16.0 15.0 

Tibia 21. 0 21. 5 21. 0 23.0 

Ear 22.5 18.5 21. 5 21. 0 

Tragus 11. 0 8.5 10.0 10.5 

Canine-Condy le 21. 80 21. 32 22.00 

Zygomatic width 14.82 15. 01 15. 00 

Masto'd width 13.86 13.92 13.95 

Interorbital constriction 5.60 5.65 5.95 

Breadth of braincase 11. 26 10.92 11. 10 

Depth of braincase at middl巴 7.46 7.64 8. 12 

Mandible 16.08 15.87 16.10 

C-C 8.20 8.01 8.50 

M3-M3 10.05 9.85 10.38 

C-M3 8.27 8. 40 8.26 

c-m3 9.00 8.90 8.95 

KSS川崎市青少年科学館， IGC井口与吉，NSMT国立科学博物館
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図1 川崎市産ニホンヤマコウモリ （NSMTM257 44，雌〕の

左側上顎第1臼歯
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り顕著でな＼'o などにあり， ねぐらの出入口の前方には， 出入りの

さい飛しょうするのに必要な程度の空間が見られた

コウモリが発見された場所と生息環境 (GAlSLEil, et al. 1979）。

本種の冬眠集団が発見されたのは， JIJ崎市多摩区菅 この空間に相当するのは，この生息場所の場合は，

1-10-25 （図 2 図3〕井口与吉氏庭園に生えていた 庭園のすぐ南側を流れる新三沢川である（図2-3）。こ

ケヤキZlkovaserrata (THUNE〕 M AKINOの大木（樹 の川には水面上を飛しょうする昆虫が多く，かっこう

齢95年以上〉の樹洞内である。この庭園は，陥jff,fl線の の採食j劫となっていると推定される。

稲田堤駅より南東にあたり ，JIJ崎市現存植生区｜（宮脇 今回発見された本種のねぐらは，胸高直径69C皿のケ

他.1981〕によると，住宅地， 緑の植栽の少ない地域 ヤキの材部にできた樹洞（図4）であった。この樹洞

に含まれている。また，庭園の南側jには多摩川の支流， は長径21ocm，短径60cm（切断面〉，ねぐらの出入り 日

新三沢川が流れている。なお，井口氏庭園内には他に は長径29Cm，短径11.5Cm，南方すなわち，新三沢川の

このような大木はないが，ここより62m離れた三沢川 方向に面していた。なお，出入り口はその下縁が地ヒ

の対岸には，ケヤキ等の高木が10本ほど見られる〔図 53o:mのところにあった（図 5〕。 このケヤキを切り倒

3）。 したさい，樹洞の中に7頭が体をよせあって冬眠して

ヨーロ ッパ中央部に分布する，本種にごく近縁の いるのが発見された。これらは，発見された時は動作

Nyctalus noctula ScHREBEIし 1774のねぐらは，その が緩慢で，体温が低く，冬眠中と見られた。なお，こ

72.8%が樹洞内， 21.8%が人家内，残りの 5.4 96は鳥 の日の川崎市内の気温は最高気温 10.3°C，最低気温

の巣箱などにあった（GAISLER,at al. 1979）。 また， 3.5。Cであった。

同種の冬季における生息例として，樹洞とキツツキ類

の巣穴（HILL,1984），および人家内（STREIぷov,1969〕 冬眠集団

の記録がある。それらの生息場所は，低地の森林の縁 このたび発見された冬眠集団はl雄と 6雌の合計7

図2 ニホンヤマコウモリが発見された川崎市多摩区菅周辺地域

A 稲田堤駅 B 南武線 X井口与吉氏邸 R 新三沢川
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図3 A, B ニホンヤマコウモリ が発見された井仁l与吉氏邸周辺地域

R 新三沢川
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I~／ 4 ニホンヤマコウモリが発見されたケヤキの樹洞 図5 ニホ ンヤマコ ウモリ が発見されたケヤキ

頭である。その性比は85.7 : 14. 3~6である。 本極では hibernarii speciei Nyctalus noctula (ScHRE-

冬限集団の性比が全く知られていない。だが，ヨーロ BER, 1774〕inFaleza Lacului Razelmcapul 

yパの Nyctalusnoctulaでは 1000頭以上の~t/l )i;it混合 Dolosman Dobrogea. St. Si. cerc. Biol. Seria 

の冬眠集団が，樹j同と人家て記録（STRELKOV,1969）さ Zoo!. 20 : 291ー7

れている。また HEERDTand S1,u1T 

た152頭の冬H民集団では， 雄が5696，雌が45%て酔あつ aearctic Region: a taxonomic review. 

た。また， BAnBuand Sm (1968）は228頭のうち雄が British Mus巴L』m (Natural History). 

36%, ~titが5496であった例を報告している。このよう ELLEHMArt, J. R. and T. C. MonnrsoN-ScoTT 1966 

にN.noctulaでは，冬眠集団は雌維が不規則に混合し Checklist of Palaearct:c and Indian Mam-

た集団らしく，その性比には若干変化が見られるよう mals 1758 to 1946. British Museum (Nat 

であるが，単独のハレムではない。ところが， 菅小個 ural History). 

体j伴は，混合集団ではなく， l明らかに単一のハレムの GA1s1rrn, J. V. H主NA]( and J. DUNGEL 1979 A 

ょうである。 contribution to the population ecology of 

なお，ニホンヤマコウモ リのコロニーには，冬眠あ Nyctalus noctula (Mammal' a; Chiroptera〕

けから出産期まえの6月上旬まで見られる雌雄混合の Act. Sc;. Nat. Brno., 13 : 1-38. 

コロニーと，出産して子を育てる ~litからなる出産 ・ 育 HEERDT, P. F. van and J. W. SLUITER, 1965 Notes 

児コロニーがあり，前者は平均31.5頭，後者は27.1頭 on the distribution and behaviour of the 

からなる（前回， 1973〕o Noctule bat (Nyctalus noctula) in the Neth-

erlands. Mammalia, 29 : 463-477. 
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